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挨

拶

〈
ム
　
長
　
伊
藤

　
ι
不
一
郎

会
員
の
皆
さ
ん
、
暑
中
お
見
舞

い
申

し
上
げ
ま
す
。
日
頃
は
、
同
窓
会
活
動

に
色
々
と
ご
協
力
を
頂
き
、
あ
り
が
と

う
が」
ざ

い
ま
す
。

さ
て
、

一
月
に
は
、
上
野
の
精
養
軒

で
行
わ
れ
た
合
同
新
年
会
が
三
百
名
を

越
す
出
席
者

（古
高
は
百
五
名
で
し

た
）
を
得
て
、
盛
会
但
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

ま
た
三
月
に
は
、
当
在
京
同
窓
会
よ

り
、
卒
業
生
三
名
に

『東
京
蛍
雪
賞
』

（生
徒
会
功
労
賞
）
を
贈
呈
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
受
賞
者
本
人
の
三
年
間
の
功
績

を
讃
え
る
と
共
に
、
今
後
の
益
々
の
活

躍
を
期
待
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

こ
れ
が
、
後
輩

。
在
校
生
の
道
し
る
べ

と
な
り
、
後
に
続

い
て
も
ら
い
た
い
、

と
の
願
い
を
込
め
て
、
贈
る
こ
と
に
し
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た
も
の
で
あ
り
ま
す
。

更
に
ま
た
、
母
校
で
は
、
創

立
百
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

会
員
皆
様
か
ら
ご
協
力

い
た

だ

い
た
募
金
を
基
に
、
来
る

九
月
に
、
「
文
化
活
動
セ
ン

タ
ー
』
が
出
来
上
が
る
よ
う

で
あ
り
ま
す
。

来
る
七
月
に
は
、
昨
年
と

同
じ
会
場
の
神
楽
坂

エ
ミ
ー

ル
で
、
平
成
十
年
度
の
定
時

総
会

・講
演
会

・懇
親
会
を
開

催
い
た
し
ま
す
。

昨
今
の
社
会
情
勢
は
な
お
厳
し
く
な
っ

て
お
り
ま
す
が
、
会
員
相
互
が
親
睦
を

深
め
、
支
え
合

っ
て
行
く
絶
好
の
機
会

と
存
じ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
今
後
と
も
本
会

へ
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
、

皆
様
の
ご
健
康
と
ご
発
展
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

が
」

挨

拶

学
校
長
　
久
保
田
　
齊

在
京
古
高
同
窓
会

の
皆
様

に
は
、

益
々
御
健
勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上

げ
ま
す
。

昨
年
は
、
本
校
創
立
百
周
年
の
慶
事

に
あ
た
り
、
同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
物

心
両
面
に
わ
た
り
、
心
温
ま
る
御
支
援

を
頂
き
本
当
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
生
徒
、
教
職
員
共
に
、
古
高
生
で

あ
る
こ
と
、
古
高
教
員
で
あ
る
こ
と
に

強
い
誇
り
を
感
じ
た

一
年
で
し
た
。

と
り
わ
け
、
後
輩
の
文
武
奨
励
の
道

移
と
し

て
設
立
し
て
頂
い
た

「東
京

蛍
雪
賞
」
に
は
、
生
徒
、
教
職
員
感

激
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
ず
」
の
賞
が
、

新
し
い
伝
統
の
柱
に
な
る
よ
う
、
全

校
あ
げ
て
精
進
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

ま
た
、
百
周
年
記
念
事
業
の

「文

化
部
活
動
セ
ン
タ
ー
」
は
、
三
月
十

六
日
に
起
正
式
を
行
い
、
九
月
に
竣

工
予
定
で
、
工
事
は
着
々
と
進
ん
で

お
る
こ
と
を
ご
報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
母
校
の
様
子
の

一
端
を
ご

紹
介
致
し
ま
す
。
今
年
の
築
高
定
期

戦
は
六
勝
四
敗
で
優
勝
し
ま
し
た
。

ま
た
、
五
月
中
旬
に
行
わ
れ
た
地
区

総
体
で
は
、
陸
上

（
７
種
目
）
、
サ
ッ

カ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ラ
グ
ビ
ー
、

剣
道

（個
人
）
、
卓
球
、
テ
ニ
ス

（個

人
）
が
優
勝
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
、

ハ
ン

ド
ボ
ー
ル
、
テ
ニ
ス
、
バ
レ
ー
が
準

優
勝
と
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

の
勢
い
を
県
大
会
、
全
国
大
会

へ
と

継
げ
て
く
れ
た
ら
と
大
い
に
期
待
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

今
春
の
大
学
進
学
の
結
果
は
別
表

の
と
お
り
で
す
。
現
役
の
進
学
率
は
、

４０
％
と
ま
ず
ま
ず
の
結
果
だ
と
思
い

ま
す
。

今
年
は
、
課
外
学
習
、
夏
休
み
学
習
合

宿
等
の
新
し
い
企
画
を
取
り
入
れ
て
、
生

徒
の
希
望
に
近
い
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で

の
目
標
達
成
を
目
指
し
、
な
お

一
層
叱
咤

激
励
し
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
も
ま
た
、
変
わ
ら
ぬ
御
指
導
、
御

鞭
撻
を
頂
き
ま
す
よ
う
お
願
い
を
申
し
上

げ
、
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

『文
化
部
活
動
セ
ン
タ
ー
』

建
設
工
事
現
場

（平
１０
ｇ
）

ん松本慶蔵 さ

‐r・‐旧制第 47回 (昭

和 22年)卒後、旧
制三高、東北大医

学部に学び、同大

助教授を経て昭和

49年長崎大学医学
部教授に転出。同

大学熱帯医学研究

所所長等を歴任し、

平成 6年退官。現、同大名誉教授。

先の母校百周年記念式典では「国際人た

る自覚」の演題で講演。

氏の母校と後輩を思う情熱あふれるひと

ことひとことが、会場一杯に伝わつた。

今回は在京同窓生の健康と長寿を祈つて

“元気で長生きする健康法"―誰も気がつ
かない肺の老化とその予防 ―の演題でお

話いただきます。乞うご期待。

堂鼻帰ll舞畢聯聯13
楽しい話、うまい料理と酒 !総会案内は別紙です。

(事業委員会)

一
お 知 ら せ

―
=平成 10年度在 京古 高 同窓会 定 時総 会 Ξ

。日 時 :平成 lo年 7月 26日 (日 )
14:00～ 17:30

。会  場 :神 楽坂 “エミール "
・会 費 :8、 000円
。講演講師 :松 本慶蔵 さん (昭和22年卒)

。交通案内 :地下鉄東西線神楽坂駅徒歩 2分
有楽町線  飯田橋駅 徒歩13分
」R中央線  飯田橋駅 徒歩13分

盪 :::

一在 京 同窓会 メモ ー

・信陵会館は井の頭線
渋谷駅線路沿いです。
・佐藤事務局長が6月 か

ら常駐 しています。
・ `さ 言十1千 度 は6-5月 、
年会費 は一口2000
円、何 日かお願 い
できればあ りがた
く存 じます。

会運営のため、同封
の振替用紙での納入
をお願い します。
・ 次回会報第22号 は
1月 1日 発行予定。
原稿 、広告おまち し
てお ります。
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〈平成10年4月現在 進路指導部〉

現 イ登 合 計

国 公 立 大 学 23 41

国 公 立 短 大 7 4

私 立 大 学 142 310
私 立 短 大 6 0 6

文部省所管外 0 2

〈
口
　

　

計

1998 平10 173 195 368
1997 平 9 206 302 508
1996 平 8 226 278 504
1995 平 7 139 284 423
1994 平 6 159 302 461

卒 業 生 292ノ八、

実 進 学 者 131人 (44.9%)
受 験 準 備 96人 (32.9%)
各種学校・就職 65人 (22.3%)

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
活
動
状
況

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
顧
間

野
中
　
一浮

全
一同
３９
回
）

古
高
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
、
昭
和
五

十

一
年
同
好
会
と
し
て
発
足
し
、
今
年

で
二
十
二
年
目
を
迎
え
る
。
県
高
校
総

体
に
お
い
て
は
過
去
三
十
度
で
八
回
、

新
人
大
会
に
お
い
て
は
過
去
二
十

一
度

で
十
回
の
優
勝
を
飾

っ
て
い
る
。
全
国

大
会
に
お
い
て
も
昭
和
六
十
年
、
平
成

元
年
の
国
体
で
第
三
位
を
最
高
に
官
城

県
の
顔
と
し
て
名
声
を
轟
か
し
て
い

る
。
Ｏ
Ｂ
も
多
数
教
員
と
し
て
実
績
を

残
し
て
お
り
、
平
成
十
三
年

「宮
城
国

体
」
の
指
導
者
と
し
て
四
名
が
指
定
さ

れ
、
各
種
別
で
全
国
制
覇
目
指
し
、
熱

の
こ
も

っ
た
指
導
を
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
部
員
は
二
十
五
名
、
学
校
で

使
え
る
グ
ラ
ン
ド
が
な
い
た
め
、
近
く

の
東
北
ア
ル
プ
ス
の
施
設
を
借
り
て
練

習
し
て
い
る
。
こ
こ
数
年
は
、
決
勝
ま

で
駒
を
進
め
る
の
で
す
が
、
あ
と

一
歩

と
い
う
と
こ
ろ
で
涙
を
飲
ん
で
い
る
。

今
年
は
何
と
か
工
面
し
て
数
週
間
前

に
バ
ツ
テ
イ
ン
グ
マ
シ
ン
を
購
入
し
、

課
題
の
打
撃
カ
ア
ッ
プ
に
力
を
入
れ

て
い
る
。

当
面
の
敵
は
白
石
工
で
あ
る
。
相
手

は
近
年
稀
に
な
い
チ
ー
ム
の
仕
上
が

り
と
聞
く
。
厳
し
い
戦
い
に
な
り
そ
う

で
す
が
、
持
ち
前
の
投
手
力
で
勝
利
を

収
め
、
伝
統
校
を
復
活
さ
せ
た

い
と

思

っ
て
い
る
。

将
棋
部

の
活
動

状
況

に

つ
い
て

将
棋
部
顧
間
　
道
家
　
智
之

古
高
将
棋
部
は
、
平
成
二
年
に
正

永
岳
宏
君
が
中
心
と
な

っ
て
愛
好
会

を
設
立
し
、
翌
年
部
に
昇
格
し
た
歴

史
の
浅
い
部
で
す
。
現
在
は
、
３０
名
程

の
部
員
が
毎
日
放
課
後
部
室
に
集
ま

り
、
対
局
を
行

っ
た
り
、
本
で
棋
譜
の

研
究
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
大
会
近

く
に
は
自
主
的
に
朝
練
習
を
行

っ
た

り
、
時
に
は
Ｏ
Ｂ
が
訪
れ
後
輩
に
指

導
助
言
を
し
て
く
れ
ま
す
。
こ
の
よ

う
な
切
磋
琢
磨
に
よ

っ
て
、
「古
高
将

棋
部
は
強
い
。」
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が

定
着
し
て
き
ま
し
た
。

将
棋
部
が
参
加
す
る
大
会
に
は
、

高
校
選
手
権
、
竜
王
戦
、
新
入
戦
が
あ

り
、
こ
れ
ま
で
個
人

・
団
体
戦
で
幾
度

と
な
く
全
国
大
会
に
出
場
し
て
き
ま

し
た
。
特
に
、
五
月
に
行
わ
れ
た
高
校

選
手
権
で
は
、
団
体
で
四
年
連
続
五

度
目
の
優
勝
を
果
た
し
、
人
月
に
鳥

取
県
倉
吉
市
で
行
わ
れ
る
全
国
大
会

へ
の
出
場
を
決
め
ま
し
た
。

全
国
大
会
で
は
、
平
成
二
年
と
九

年
に
団
体
ベ
ス
ト
８
の
成
績
を
残
し

て
お
り
、
今
年
の
メ
ン
バ
ー
も
ま
ず

一
勝
を
目
標
と
し
て
、
先
輩
が
作

っ

た
記
録
に
少
し
で
も
近
づ
け
よ
う
と

毎
日
研
鑽
を
積
ん
で
い
ま
す
。

古
高

凱
歌
高

ら

か

に

生
徒
会
長
　
佐
々
木

　

一
哉

四
月
二
十
八
日
、
本
校
を
会
場
に

第
三
十
九
回
対
築
館
高
校
定
期
戦
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
、
好
天
に

も
恵
ま
れ
、
前
日
の
グ
ラ
ン
ド
状
況

不
良
に
よ
る
野
球
を
除
く
十
種
目
で

熱
戦
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
結
果
は
、

六
勝
四
敗

の
成
績

で
勝
利
を
収
め
、

通
算
成
績
を
二
十
六
勝
十
敗
三
分
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

生
徒
会
執
行
部
と
し
て
も
、
全
校

生
徒
の
思
い
出
に
残
る
よ
う
な
大
会

に
な
る
よ
う
に
、
年
明
け
以
来
、
築
館

高
校
と
の
打
ち
合
わ
せ
を
重
ね
、
取

り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
。
新
企
画
と

し
て
、
開
会
式
で
の
聖
火
の
点
火
を
、

閉
会
式
で
は
勝
利
校
の
栄
誉
を
讃
え

る
凱
歌
の
斉
唱
を
盛
り
込
み
ま
し
た
。

聖
火
は
、
築
館
高
校
と
の
兄
弟
校
と

し
て
の
絆
を
表
す
も
の
と
し
て

「
友

情
の
炎
」
と
名
付
け
、
校
舎
屋
上
に
て

点
火
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
閉
会
式
で

は
古
高
凱
歌
が
高
ら
か
に
斉
唱
さ
れ
、

全
校
生
徒
で
勝
利
の
喜
び
を
分
か
ち

合
い
ま
し
た
。

対
築
館
高
校
定
期
戦
で
は
勝
利
し

ま
し
た
が
、
こ
れ
に
甘
ん
じ
て
は
い

け
な
い
と
思
い
ま
す
。
県
高
校
総
体

を
は
じ
め
と
す
る
各
種
大
会
に
お
い

て
勝
利
し
、
県
下
に
、
そ
し
て
全
国
に

そ
の
名
を
轟
か
せ
る
よ
う
に
邁
進
し

よ
う
と
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

ど
う
ぞ
私
た
ち
の
活
躍
に
ご
期
待
下

さ
ぃ
。
　
　
　
フ
負
７

⑬

）

校
歌

の
歌
詞

に

つ
い
て

百
年
史
編
纂
委
員
会

『古
中
・古
高
百
年
史
』
の
発
刊
後
、

あ
る
同
窓
生
よ
り
校
歌
の
歌
詞
二
番

の
「理
想
の
影
と
よ
そ
ふ
く
べ
く
」
は

以
前

「
よ
そ
ふ
く
べ
し
」
と
印
刷
さ
れ

た
も
の
も
あ
る
が
ど
ち
ら
が
正
し
い

の
か
、
現
行
は
ど
う
な
の
か
と
い
う

問
い
合
わ
せ
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
編
纂
委
員
会
で
は
校
内
に

現
存
す
る
資
料
等
を
調
査
し
ま
し
た

結
果
、
原
本
は
存
在
し
て
お
り
ま
せ

ん
が
、
一
九

一
〇

（明
治
四
十
三
）
年

の
校
歌
制
定
時
に

一
番
近
い
資
料
は

大
正
十
二
年
の
卒
業
ア
ル
バ
ム
に
印

刷
さ
れ
て
い
る
校
歌

（百
年
史
二
十

一
頁
に
引
用
）
で
あ
り
、
現
在
の
歌
詞

は
こ
れ
を
踏
襲
し
た
も
の
で
あ
る
と

判
断
し
て
い
ま
す
。
現
在
、
印
刷
物
も

「
よ
そ
ふ
く
べ
く
」
で
統

一
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
し
か
し
、
過
去
に
お
い
て
は

左
記
の
よ
う
に

「
べ
く
」
と

「
べ
し
」

が
ま
ち
ま
ち
に
使
用
さ
れ
て
い
た
時

期
が
あ
り
ま
し
た
。
今
後
は
現
行
の

「
べ
く
」
が
正
し
い
歌
詞
で
あ
る
と
の

再
確
認
を
い
た
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

卒
業
式
の
し
お
ｔｌ

同
窓
会
名
簿

校

　

　

　

史

生

徒

手

帳

学

校

要

覧

卒
業
ア
ル
バ
ム

蜀
和
五
十
五
年
か
ら
現
在

ま
で

昭
和
十
二
年

十
二
年
　
二
十
四
＾

平
成
六

年

七
十
周
年
、
百
周
年

昭
和
三
十
五
年
か
ら
現
在

ま
で

昭
和
四
十
二
年
か
ら
現
在
ま
で

大
正
十
二
年

十
二
年

十
四
年

昭
和
四
十
五
年
か
ら
現
在

ま
で

く

昭
和
三
十
五
年

四
十
七
年

五
十
七
年

六
十
周
年

昭
和
四
十

一
年

昭
和
四
年
二
八
年

七
年

十
年

田
和
十
二
年
～
十
四
年

昭
和
三
十
年
～
四
十
四
年

し
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平成9年度生 徒 会 活 動 顕 彰 者

推薦項 目 運動部 (スキー部・クロスカントリー)

推薦生徒 3年 1組   カロ  藤   真 (鹿島台中学校出身)
推薦理由

高校入学時よリスキー部に所属し、クロスカントリーを種目として選び、
3年間熱心に活動した。まったくの初心者からの出発であったが、持ち前の
努力と粘りによって県下でも有力視される選手となった。
1年次 東北高校スキー大会出場
2年次 東北高校スキー大会出場
普段の生活態度も模範的であり、リーダーの一人としてクラス全体の仕事を
精力的にこぢしている。また、学習面でも常に高い目標を掲げ、励んでいる。

推薦項 目 文化音5(将棋部)

推薦生徒 3年 6組 高 橋 健 ― (古 lll中学校出身)

推薦理 由
3年間将棋部に所属し、その才能を存分に発揮した。
1・ 2・ 3年次と3年連続高校将棋選手権大会に県代表として出場し、特に2年

次・3年次には団体戦の主カメンバーとして、2年連続全国第4位を達成する、
原動力にをった。

学習面では、23年 次には理科系クラスに所属し、数学や理科に強い興味
関心を示し、意欲的に勉学に励んだ。また、普段の生活態度は物静かである
が、芯の強さを持っており、級友の信望を集めている。

推薦理 由
1    1年次より自ら希望して生徒会執行部となり、意欲的に活動を続ける中で
,  2年 次後期には、生徒会執行部の絶大な推薦により生徒会長選挙に立候補し、
1  会長に当選した。会長就任後は、築館高校との定期戦や県総体など学校内外

蛍雪賞受賞の 3君 :上から加藤、高橋、宍戸君

東

京

蛍

雪

賞

を

受

賞

し

て

前
生
徒
会
長
　
央
戸
　
利
行

（予
備
校
在
学
）

こ
の
度
は
、
第

一
回
東
京
蛍
雪
賞

の
栄
誉
を
賜
り
ま
し
て
有
り
難
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。
私
の
三
年
間
に
わ
た

る
生
徒
会
執
行
部
で
の
活
動
を
こ
の

よ
う
な
形
で
表
彰
し
て
い
た
だ
け
た

こ
と
は
、
大
変
光
栄
に
存
じ
ま
す
。

さ
て
、
中
国
の
先
哲
の
言
葉
に

「夫

れ
学
は
、
志
を
立
つ
る
よ
り
先
な
る

は
莫
し
。」
（王
陽
明

『伝
習
録
し

と

あ
り
ま
す
。
学
問
の
道
を
進
む
者
に

と

っ
て
、
常
に
志
が
不
可
欠
で
あ
る

と
い
う
も
の
で
す
。
私
は
現
在
、
東
京

の
大
学
に
進
学
す
る
た
め
に
、
予
備

校
に
通

っ
て
い
ま
す
が
、
大
学
に
進

学
す
る
こ
と
は
、
そ
れ
自
体
が
目
的
、

目
標
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
私
は
地
域

で
、
そ
し
て
人
類
に
貢
献
で
き
る
よ

う
怒
人
間
に
な
り
た
い
と
思
い
始
め

ま
し
た
。

振
り
返

っ
て
み
ま
す
と
、
高
校
生

活
は
無
我
夢
中
で
自
分
以
外
の
こ
と

に
つ
い
て
真
剣
に
考
え
た
こ
と
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
、
高
校
を

卒
業
し
た
今
、
自
分
が
多
く
の
人
々

に
支
え
ら
れ
て
生
き
て
い
る
と
い
う

こ
と
が
わ
か

っ
て
き
ま
し
た
。
そ
れ

は
、
高
校
三
年
間
生
徒
会
活
動
に
熱

中
し
た
経
験
に
よ
る
も
の
だ
と
思
い

ま
す
。
今
回
の
受
賞
を
励
み
と
し
、
進
路

目
標
の
実
現
を
果
た
し
、
さ
ら
に
社

会
に
と

っ
て
有
為
な
人
間
に
な
れ
る

よ
う
に
精
進
し
て
参
り
た
い
と
思
い

ま
す
。
最
後
に
今
回
の
受
賞
に
対
し
て
、

改
め
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

旧
三
年

一
組
　
加
藤
　
真

（秋
田
県
立
農
業
短
大
畜
産
学
科
）

今
私
は
大
学
に
入
学
し
て
様
々
怒

貴
重
な
体
験
を
し
て
い
ま
す
。
寮
で

生
活
し
た
り
、
馬
に
乗
っ
た
り
、
す
べ

て
が
新
鮮
で
す
。
特
に
勉
強
の
ほ
う

は
高
校
時
代
と
は
全
く
違
い
、
よ
り

専
門
的
な
分
野
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す
。
農
学
部
だ
け
あ

っ
て
、
動
物
関

連
の
知
識
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
と

て
も
充
実
し
た
学
生
生
活
を
送

っ
て

い
ま
す
。

大
学
に
は
、
研
究
や
部
活
動
に
必

要
な
設
備
、
環
境
が
す
べ
て
整

っ
て

い
ま
す
。
私
は
こ
れ
ら
の
も
の
を
無

駄
に
せ
ず
、
充
分
に
活
用
し
て
し

っ

か
り
学
生
生
活
を
送
る
つ
も
り
で
す
。
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同
窓
会
活
動
近
況

同
窓
会
長
　
野
村
　
喜
太
郎

在
京
古
高
同
窓
会
の
皆
様
、

昨
年
の
百
周
年
記
念
行
事
、

事
業
等
に
対
し
ま
し
て
絶
大

な
る
ご
支
援
、
ご
協
力
を
頂

き
心
か
ら
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
お
か
げ
さ
ま
で
文
化
活

動
セ
ン
タ
ー
も
九
月
末
日
に

完
成
の
予
定
で
計
画
し
た
事

業
は

一
応
終
了
致
す
こ
と
に

な
り
ま
す
。

県
ご
当
局
に
は
民
有
地
の

買
収
、
第
二
体
育
館
の
建
設
、

プ
ー
ル
の
改
築
等
を
や
っ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
体
育
面

・

文
化
活
動
面
に
お
き
ま
し
て

更
に
向
上
す
る
も
の
と
期
待

さ
れ
ま
す
。

教
職
員
に
つ
き
ま
し
て
も

校
長
先
生
を
中
心
に
、
既
に

策
定
さ
れ
ま
し
た
未
来
ビ

ジ
ョ
ン
の
実
施
に
前
進
し
て

お
り
学
力
向
上
に
成
果
が
出

て
く
る
も
の
と
確
信
致
し
て

居
り
ま
す
。

今
年
春
の
卒
業
生
に
対
し

在
京
同
窓
会
か
ら
東
京
蛍
雪

賞
を
授
与
下
さ
れ
卒
業
生
を

激
励
さ
れ
ま
し
て
母
校
、
後

輩
を
思
う
温
か
い
お
気
持
ち

に
感
謝
致
し
ま
す
。

同
窓
会
の
事
業
と
し
て
毎

年
の
予
算
の
中
か
ら
十
八
万

円
い
た
だ
き
、
人
物
学
業
優

秀
な
生
徒
各
学
年

一
人
づ
つ
に
奨
学
金

を
贈

っ
て
お
り
ま
す
。

又
、
学
校
と
し
て
財
団
法
人
古
川
高

等
学
校
育
英
会
が
あ
り
、
ク
ラ
ブ
活
動

で
成
績
顕
著
な
生
徒
十
名
以
内
に
、
基

金
の
わ
ず
か
な
利
子
を
贈
リ
ク
ラ
ブ
活

動
の
向
上
に
つ
と
め
て
お
り
ま
す
。

東
京
蛍
雪
賞
、
同
窓
会
の
奨
学
金
、

学
校
の
育
英
会
と
三
位

一
体
で
生
徒

の
、
母
校
の
成
績
向
上
に
役
立
つ
こ
と

と
な
り
今
後
に
期
待
す
る
と
共
に
在
京

古
高
同
窓
会
に
敬
意
を
表
し
ま
す
。

貴
会
の
益
々
の
ご
発
展
を
お
祈
り
致

し
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

退
職
者
を
囲
む
会
で

同
窓
会
前
事
務
局
長

鹿
野
　
次
夫

（高
八
回
卒
）

人
格
形
成
と
い
う
の
は
、
そ
の
人
の

性
格
と
か
、
資
質
と
か
、
興
味
関
心
と

か
、
く
せ
と
か

。
・
。
な
ど
が
ベ
ー
ス

に
な
り
、
そ
の
上
に
思
想
と
か
哲
学
と

か
環
境
と
か
等
が
重
な

っ
て
出
来
上
が

る
も
の
か
な
、
と
思
い
ま
す
が
、
性
格
、

資
質
、
興
味
関
心
、
く
せ
と
い
う
の
は

生
来
の
も
ん
で
し
て
、
思
想
や
哲
学
や

環
境
等
は
後
天
的
な
も

の
と
思

い
ま

す
。
ベ
ー
ス
に
当
た
る
時
期
は
中
学
生

時
代
ま
で
で
、
高
校
生
時
代
は
思
想
な

ど
が
形
成
さ
れ
る
出
発
点
で
は
、
と

思

っ
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
風
な
ま
と
め

か
た
を
我
慢
し
て
く
れ
る
と
し
て
、
言

わ
せ
て
も
ら
え
ば
古
高
に
入
れ
て
戴
い

た
時
期
は
私
に
と

っ
て
ま
さ
し
く
出
発

点
で
あ

っ
た
と
思
う
の
で
す
。
自
分
自

身
の
こ
と
を
考
え
、
自
分
を
鍛
え
た
の

は
こ
の
時
期
だ

っ
た
と
思
う
の
で
す
。

そ
の
き

っ
か
け
と
な

っ
た
の
は
佐
々
木

五
郎
先
生
、
成
田
先
生
、
佐
々
木
太
郎

先
生
の
授
業
だ
と
思
い
ま
十
。
）
五
郎
先

生
の
授
業
で
藤
村
を
知
り
、
そ
の
藤
村

へ
の
傾
注
が
今
な
お
私
の
血
肉
に
な

っ

て
い
る
と
思
う
し
、
成
田
先
生
か
ら
は

数
学
の
解
く
楽
し
さ
を
教
え
て
戴
い
た

し
、
太
郎
先
生
に
は
語
学
の
深
遠
さ
と

哲
学
の
魅
力
を
教
え
て
戴
い
た
と
思
う

の
で
す
。

藤
村
を
通
し
て
情
感
と
か
感
性
の
素

晴
ら
し
さ
を
知
り
得
た
し
、
数
学
か
ら

は
論
理
追
求
の
リ
ズ
ム
的
快
感
を
、
ま

た
、
一一一日
語
の
底
に
潜
む
そ
の
民
族
の
生

き
ざ
ま
と
、
哲
学
を
語
る
そ
の
人
の
真

摯
な
人
間
観
や
人
生
訓
を
知

っ
た
の
で

す
。
文
学
も
読
み
ま
く
り
ま
し
た
。
数

学
も
学
年
で
４
人
し
か
満
点
が
い
な

か

っ
た
中
で
、
そ
の

一
人
に
な
れ
ま
し

た
し
、
そ
の
後
、
数
学
は
私
の
最
大
の

得
意
科
目
に
な

っ
た
の
で
す
。
思
想
史

や
人
生
論
や
哲
学
書
も
読
み
ま
し
た
。

そ
の
な
れ
の
は
て
が
今
日
の
私
で
す

が
、
人
様
に
誇
れ
る
も
の
は
何
も
な
い

私
で
は
あ
り
ま
す
が
、
”
こ
ん
な
も
の

か
な
あ
“
な
ど
と
自
己
満
足
さ
せ
て
い

た
だ
け
れ
ば
、
古
高
時
代
は
私
に
と
り

ま
し
て
何
物
に
も
変
え
が
た
い
も
の
で

あ
り
ま
す
。

同
窓
会
の
仕
事
を
し
て
い
ま
す
と
、

各
層
各
界
の
人
々
と
お
会

い
し
ま
す

が
、
中
に
は
古
高
は

”
何
も
し
て
く
れ

な
か

っ
た
“
と
言
う
同
窓
生
に
出
く
わ

し
ま
す
。
”
そ
う
で
し
ょ
う
か
“
と
言

い
た
い
誘
惑
に
駆
ら
れ
た
こ
と
は
度
々

で
し
た
。
時
変
わ
れ
ど
、
共
に
過
ご
し

た
古
高
の
先
生
方
の
有
り
様
を
知

っ
て

い
る
身
と
し
て
は
、
”
あ
な
た
は
先
生

方
の
話
や
思
想
を
美
し
く
、
フ
ラ
ン
ク

に
、
尊
厳
に
受
け
入
れ
る
下
地
が
あ
り

ま
し
た
か
“
と
言
い
た
か

っ
た
で
す
。

創
立
記
念
式
典
で
の
松
本
先
輩
の
言
葉

を
引
用
す
る
ま
で
も
な
く
、
人
と
人
と

の
、
心
と
心
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

の
中
で
育
ま
れ
た
、
ラ
フ
で
あ

っ
た
と

し
て
も
、
初

々
し
く
、
り
り
し
い
シ

チ
ュ
エ
イ
シ
ョ
ン

（状
態
）
な
く
し
て

は
、
自
立
と
か
自
己
主
張
と
言
う
言
葉

は
虚
ろ
に
し
か
な
い
得
な
い
の
で
す
。

そ
の
こ
と
を
気
が
つ
か
ず
に
い
る
己
の

不
遜
さ
を
何
故
知
ら
ぬ
、
と
言

い
た

か

っ
た
で
す
。

高
校
以
前
の
時
期
は
心
の
古
里
、
プ

ラ
ト
ン
の
言
う

”
イ
デ
ィ
ア
“
の
世
界

だ
と
思
う
の
で
す
が
、
～
古
里
論
に
つ

い
て
は
、
時
間
が
あ
れ
ば
言
い
た
い
こ

と
が
あ
り
ま
す
が
～
こ
の
こ
と
の
、
こ

と
の
重
要
性
も
案
外
軽
視
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
”
ふ
る
さ
と
は
遠
き
に

あ
り
て
思
う
も
の

。
・
・
“
と
は
室
生

犀
星
の
詩
の

一
節
で
す
が
、
そ
れ
は
、

ふ
る
さ
と

へ
の
望
情
、
つ
ま
り
、
ふ
る

さ
と
の
山
川
と
か
風
と
か
音
と
か
人
情

と
か
な
ど

へ
の
汚
れ
な
い
追
慕
の
念
だ

と
思
う

の
で
す
。
そ
う

い
う
世
界
が

し

っ
か
り
と
確
立
さ
れ
て
い
れ
ば
、
自

己
主
張
と
か
自
立
と
か
が
他
者

へ
の
責

任
転
嫁
や
自
己
欺
購
な
く
し
て
純
粋
に

成
り
立

つ
と
思
う
の
で
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
言
い
ま
し
て
、
古
高

の
現
状
と
対
比
さ
せ
ま
す
と
、
古
高
の

三

つ
の
校
訓

”
質
実
剛
健

・
学
問
尊

重

・
自
主
自
律
“
の
う
ち
、
今
、
何
を

尊
重
し
、
何
を
残
す
べ
き
か
と
言
い
ま

す
と
、
自
主
自
律
だ
と
思
い
ま
す
。
と

言
い
ま
す
の
は
、
高
校
時
代
が
人
間
形

成
の
出
発
点
と
理
解
し
、
人
間
形
成
の

あ
る
べ
き
姿
を
訓
育
す
る
に
は
ど
う
あ

れ
ば
と
思
い
巡
ら
せ
る
と
、
情
感
や
、

感
性
や
、
理
性
や
、
合
理
性
や
、
哲
学

や
、
不
合
理
な
ど
な
ど
に
目
覚
め
る
高

校
生
、
つ
ま
り
古
高
生
に
、
そ
の
き

っ

か
け
、
動
機
づ
け
、
育
成
に
、
教
育
の

原
点
が
あ
る
と
思
う

の
で
す
。
そ
し

て
、
原
点
の
ふ
も
と
に

”
ふ
る
さ
と
“

が
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
し
、
自
主
自

筆
を
啓
発
し
な
け
れ
ば
事
は
成
り
立
た

な
い
と
も
思
う
の
で
す
。
こ
ん
な
視
点

か
ら
あ
ら
ゆ
る
古
高
の
教
育
活
動
が
構

築
さ
れ
る
べ
き
と
も
思
う
の
で
す
。

Ｓ
Ｈ
Ｒ
で
の
、
廊
下
で
の
、
授
業
で

の
、
部
活
で
の
、
課
外
で
の
、
あ
な
た

（教
師
）
の
顔
、
言
葉
、
動
作
、
内
容
、

フ
ォ
ロ
ー
な
ど
な
ど
が
、
”
自
主
自
律
“

か
ら
出
発
し
て
行
動
し
て
い
ま
す
か
。

と
は
、
私
自
身
に
対
す
る
問
い
か
け
な

の
で
す
。

緯
々
申
し
上
げ
て
来
ま
し
た
が
、
あ

ら
ゆ
る
教
育
諸
活
動
が
高
野
校
長
の
い

う

「愛
」
な
く
し
て
は
砂
上
の
楼
閣
だ

と
も
思
い
ま
す
。
で
す
か
ら
、
教
師
は

親
バ
カ
で
あ

っ
て
も
よ
い
と
も
思
い
ま

す
。
教
師
は
生
徒
に
と

っ
て
オ
ア
シ
ス

で
あ

っ
て
ほ
し
い
と
も
思
い
ま
す
。

¬本部同窓会事務局長が変わりました

佐藤 彰 さん (昭 33年卒 高校10回生 )
昭和58年 4月 より16年 目

保健体育、専門種目 :バスケットボール教  科
校務分掌

そ の 他 聖壁毅墓墓」
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目
目
□
⌒昭
和
２６
年
卒
業
）

去
る
四
月
二
十

一
日

「
在

京
古
高
三
期
会
」
が
開
催
さ

れ
る
。
昭
和
二
十
六
年
卒
業

の
面
々
、
久
し
ぶ
り
に
校
歌
、

応
援
歌
を
唱

い
少
年
に
戻

っ

た
。
そ
し
て
秋
の
「全
三
期
会

東
京
大
会
」
を
約
し
、
盛
り
上

が
っ
た
。

（中
新
田
出
身

。
佐
藤
芳
夫
）

２９
年
卒
業
）

一
月
二
十
五
日
新
年
会
終

了
後
に
早
坂
清
吉
君
の
段
取

り
で
西
日
暮
里
の
魚
民
に
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
新
年
会
の
来
賓

（在

仙
同
窓
会
副
会
長
）
と
し
て

出
席
し

て

い
た
武

田
正
君

（仙
台
市
助
役
）
の
出
席
を

得
、
遠
く
か
ら
は
水
戸
ｒ

ミ
原
章
郎

安
城
市
）
の
三
名
が
出
席
さ
れ
ま
し
た
。

故
片
平
司
朗
氏
、
故
尾
崎
章
氏
が
発

起
人
に
な
り
、
平
成
元
年
よ
り
毎
年
続

い
て
お
り
ま
す
。
一
年
ぶ
り
に
元
気
な

姿
を
見
、
消
息
近
況
等
賑
や
か
に
語
り

合

い
、
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し
ま
し

た
。
十
三
時
よ
り
始
ま
り
、
二
次
会
が

終
了
し
た
の
が
十
七
時
三
〇
分
で
し

た
。
名
残
尽
き
ず
、
三
次
会
ま
で
延
長

し
ま
し
た
が
時
間
切
れ
で
再
会
を
期

し
、
散
会
し
ま
し
た
。

世
話
人
の

一
人
と
し
て
来
年
も
二
月

に
予
定
し
て
お
り
ま
す
。
全
員
に
参
加

し
て
ほ
し
い
の
で
す
が
、
ど
う
し
て
も

出
席
出
来
な
い
方
は
、
返
信
用

ハ
ガ
キ

で
必
ず
近
況
を
お
知
ら
せ
下
さ
い
。
二

年
連
続
で
音
信
の
無
い
方
は
、
次
回
よ

り
案
内
を
遠
慮
さ
せ
て
頂
く
場
合
も
あ

り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し

ま
す
。
　

　

　

　

　

（萩
沢
　
法
雄
）

高
同
窓
会
の
現
況

君
、
黒
磯
の
斉
藤
満
夫
君
が
か
け
つ
け

て
く
れ
、
更
に
新
年
会
で

一
緒
だ
っ
た

四
名
の
方
を
加
え
、
一
一十
七
名
で
し
た
。

長
浦
欄
君
の
司
会
の
も
と
、
暫
く
振

り
で
会

っ
た
人
等
も
あ
り
、
賑
や
か
に

会
は
進
み
、
な
ご
や
か
な
雰
囲
気
に
包

ま
れ
な
が
ら
散
会
と
な
っ
た
。
（佐
藤
　
廣
）

⌒昭
和
３‐
年
卒
業
）

古
高
三
十

一
年
卒
の
同
期
会
を
去
る

二
月
十
四
日

（土
）
ホ
テ
ル
ニ
ュ
ー
神

田
で
開
催
し
ま
し
た
。
関
東

一
円
に
い

る
同
級
生
六
十
八
名
に
案
内
状
を
発
送

し
ま
し
た
。
出
席
二
十
五
名
、
返
信
用

ハ
ガ
キ
で
欠
席
が
二
十
二
名
、
音
信
無

し
が
二
十
名
、
宛
名
不
明
が

一
名
で
し

た
。遠
方
よ
り
長
井
様

（古
川
市
）
佐
沢

様

（福
井
市
）
伊
藤
公
男
様

（愛
知
県

市
役
所
の
古
高
同
窓
会
に
つ
い
て

仙
台
市
議
会
議
員
　
一二
浦
　
良

（高
校

一
回
昭
和

二
十
四
年
卒
）

早
坂
啓
会
長
が
体
調
す
ぐ
れ
ず
、
昨

年
の
総
会
で
会
長
代
行
を
命
じ
ら
れ
た

三
浦
良
で
す
が
、
在
京
同
窓
会
の
皆
様

の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

在
仙
古
高
同
窓
会
は
会
員
総
数
が
約

千
六
百
名
、
昨
年
は
十
二
月
七
日
に
パ

レ
ス
宮
城
野
に
お
い
て
、
伊
藤
衆
議
院

議
長
、
久
保
田
校
長
、
野
村
同
窓
会
会

長
、
佐
藤
在
京
古
高
同
窓
会
事
務
局
長

な
ど
を
来
賓
と
し
て
お
迎
え
し
、
総
会

と
懇
親
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
ま
で
徳
陽
シ
テ
ィ
銀
行
内
に
あ

り
ま
し
た
在
仙
古
高
同
窓
会
の
事
務
局

は
、
仙
台
市
役
所
内
に
移
転
し
、
四
月

か
ら
左
記
に
置

い
て
お
り
ま
す
の
で
、

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。
。

仙
台
市
青
葉
区
国
分
町
ニ
ー
七
―

一

仙
台
市
総
務
局
総
務
部
文
書
法
制
課

（仙
台
市
役
所
古
高
会
事
務
局
）

小
堺
　
邦
彦

電
話
〇
二
二
―
二

一
四
―

一
二
六
三

Ｆ
Ａ
Ｘ
Ｏ
三
二
―
二
六
人
ｌ

一
五

一
四

事
務
局
を
置
い
て
い
る
仙
台
市
役
所

で
は
武
田
助
役

（高
校
六
回
卒
）
の
ほ

か
、
同
窓
生
が
百
三
十
二
名
お
り
、
仙

台
市
役
所
古
高
会

（会
長
武
田
助
役
）

と
し
て
、
Ｏ
Ｂ
の
伊
達
篤
郎
、
村
上
茂
、

伊
藤
忠
男
の
各
先
輩
の
方
々
を
お
招
き

し
な
が
ら
、
毎
年
懇
親
会
を
開
い
て
い

ま
す
。
今
年
か
ら
仙
台
市
役
所
の
古
川
女
子

高
同
窓
会

（名
称
は

「白
梅
会
」
。
会
員

数
百
名
）
が
発
足
し
、
同
郷
の
誼
で
こ

の
六
月
九
日
に
初
め
て
仙
台
市
役
所
の

古
高

・
古
女
の
合
同
懇
親
会
を
パ
レ
ス

ヘ
い
あ
ん
に
お
い
て
盛
大
に
開
き
ま
し
た
。

平
成
十
年
春
の
叙
勲
で
高
橋
昭
典
氏

（昭
和
十
九
年
卒
）
は
、
勲
四
等
旭
日
小

授
章
を
受
章
し
た
。

高
橋
氏
は
、
昭
和
二
十
年
の
古
川
税

務
署
勤
務
を
最
初
に
昭
和
五
十
八
年
ま

で
の
三
十
八
年
間
国
税
の
根
幹
を
な

す
、
所
得
税

・
資
産
税
に
関
す
る
税
務

行
政
の
中
枢
に
あ
り
ま
し
た
。

今
回
の
高
橋
氏
の
受
章
は
、
こ
の
多

大
な
税
務
行
政
事
務
功
労
に
対
し
て
行

わ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
蛍
雪
の
学
会
を

共
に
し
た
私
達
と
し
て
は
、
氏
の
功
績

を
心
か
ら
讃
え
、
そ
の
喜
び
を

一
緒
に

し
た
い
と
願
う
も
の
で
あ
る
。

高
橋
氏
は
、
私
達
に
課
さ
れ
る
所
得

税
が
賦
課
課
税
制
度
か
ら
現
行
の
申
告

納
税
制
度
に

一
人
〇
度
変
わ
る
そ
の
時

か
ら
自
ら
実
務
に
携
わ

っ
て
、
我
が
国

申
告
所
得
税
の
成
長
に
限
り
な
い
貢
献

を
尽
く
さ
れ
ま
し
た
。

退
官
さ
れ
た
当
時
は
、
仙
台
国
税
不

服
番
判
所
長
の
要
職
に
あ

っ
て
、
適
正

な
課
税
が
さ
れ
て
い
る
か
ど
う
か
を
常

に
公
平
な
立
場
で
判
断
し
、
納
税
者
の

権
利
救
済
機
関
と
し
て
の
働
き
を
さ
れ

ま
し
た
。

私
達
、
蛍
雪
の
友
は
、
高
橋
氏
の
今

後

一
層
の
ご
活
躍
を
祈
念
す
る
。

（昭
２７
卒

・
佐
藤
　
清
勝
記
）
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大
崎
は
、
米
作
り
よ
り
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会 員 に よ る 自 由 投 稿
口
紙
面
が
足
り
な
い
の
で
書
け
と

ま
す
。
そ
れ
に
は
、
出
身
校
、
出

身
県
が
あ
り
ま
す
が
、
東
京
か

ら
東
の
方
の
出
身
者
は
、
よ
ほ

ど
注
意
し
て
い
ま
せ
ん
と
、
見

つ
か
ら
な

い
位
少
な

い
の
で

す
。
テ
レ
ビ
等
で
も
、
い
わ
ゆ

自
立
の
精
神
が
大
変
乏
し
い
様

に
思
わ
れ
ま
す
。

良
い
例
が

「稲
作
農
家
」
と

「畑
作

農
家
」
の
違
い
で
す
。
稲
作
農
家
は
、
作

れ
ば
政
府
が
お
客
様
で
す
が
、
畑
作
農

家
は
あ
く
ま
で
も

一
般
市
民
が
お
客
で

す
。
朝
早
く
、
或
い
は
夜
遅
く
努
力
す

れ
ば
、
そ
の
分
だ
け
報
わ
れ
ま
す
が
、

稲
作
農
家
は
幾
分
は
あ
る
で
し
ょ
う
が

米
を
作
れ
ば
、
努
力
云
々
に
関
係
無
く

価
格
が
決
ま
り
ま
す
。
こ
れ
で
は
、
勝

負
は
明
ら
か
で
山
の
多
い
地
区
、
畑
作

主
体
の
地
区
の
人
は
、
子
供
時
分
よ
り

「
環
境
」
が
違
う
と
言
え
る
と
思
い
ま

す
。此
の
辺
が

「
人
間
は
沢
山
い
る
が
、

人
が
足
り
な
い
」
東
北
の
特
徴
か
と
思

い
ま
す
。
我
が
母
校
の
こ
と
を

「大
崎

大
学
」
等
と
、
ノ
ー
天
気
な
同
窓
の
御

仁
が
居
り
ま
す
が
、
こ
れ
が

「思
い
上

が
り
」
な
の
か

「世
間
知
ら
ず
」
な
の

か
、
こ
ん
な
こ
と
で
は
困
り
ま
す
。
所

詮
、
小
生
が
入
り
、
出
た
学
校
で
す
か

ら
、
そ
の
程
度
は
分
か
る
と
い
う
も
の

で
す
。
　

（昭
２８
年
卒

・
金
子
　
康
）

パ

バ

イ

ヤ

ア
ン
リ
ツ

（
水
が
怖

い
）

（株
）
中
川
　
裕
雄

け
た
注
意
は
、
「生
水
を
飲
む
な
、
氷
が

良
く
な
い
か
ら
ス
コ
ッ
チ
の
水
割
り
も

だ
め
、
歯
を
磨
く
時
に
も
ペ
ツ
ト
ボ
ト

ル
の
水
を
使
え
」
で
あ

っ
た
。

忠
実
に
こ
の
注
意
を
守

っ
た
お
陰

で
、
客
先
回
り
や
代
理
店
と
の
打
ち
合

わ
せ
が
順
調
に
進
み
、
滞
在
最
後
の
日

に
タ
ー
ジ

・
マ
ハ
ー
ル
ヘ
車
で
日
帰
り

の
観
光
に
出
か
け
た
。

往
路
途
中
で
吐
き
気
を
催
し
た
。
昨

夜
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
夜
遅
く
な
り
睡
眠

不
足
の
た
め
と
思
い
あ
ま
り
気
に
と
め

な
か

っ
た
。
タ
ー
ジ

・
マ
ハ
ー
ル
の
建

物
と
景
色
に
は
感
動
し
た
が
、
昼
食
時

に
は
食
欲
が
な
か

っ
た
。

帰
途
に
便
意
を
数
回
お
ぼ
え
、
適
当

な
ト
イ
レ
も
な
く
、
「自
然
が
呼
ん
で

い
る
」
を
地
で
い
き
、
や
っ
と
の
思
い

で
ホ
テ
ル
に
戻

っ
た
。
下
痢
が
止
ま
ら

ず
出
発
を

一
日
延
期
し
、
ほ
と
ん
ど
何

も
食
べ
ず
に
ベ
ツ
ド
で
横
に
な
っ
て
い
た
。

翌
日
、
帰
国
の
機
内
食
に
ほ
と
ん
ど

手
を
付
け
ず
、
疲
労
困
ぱ
い
の
末
成
田

に
着

い
た
。

後
に
わ
か

っ
た
こ
と
だ
が
、
原
因
は

前
夜
の
パ
ー
テ
ィ
ー
で
食
べ
た
パ
パ
イ

ヤ
だ

つ
た
。
今
が
旬
だ
と
現
地
の
人
に

す
す
め
ら
れ
て
食
べ
た
パ
パ
イ
ヤ
は
本

当
に
美
味
し
か

っ
た
。
食
べ
や
す
い
よ

う
に
皮
を
む
い
て
、
身
に
ナ
イ
フ
を
い

れ
て
あ

っ
た
。
犯
人
は
こ
の
作
業
の
時

に
使

っ
た
水
な
の
だ
。

そ
れ
を
知

っ
て
い
る
イ
ン
ド
旅
行
の

ベ
テ
ラ
ン
は
、
包
丁
を
入
れ
る
前
の
も

の
を
丸
ご
と
自
分
の
部
屋
に
持
ち
込

み
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
で
使
用
す
る

刃
物
と
パ
パ
イ
ヤ
を
念
入
り
に
洗

い
、

そ
れ
か
ら
皮
を
む
く
の
だ
と
い
う
。

蛇
日
か
ら
出
る
生
水
を
平
気
で
飲
め

る
日
本
は
素
晴
ら
し
い
国
だ
と
思
う
。

（昭
２８
年
卒
）

古
川
商
業
高
等
学
校

女
子
バ
レ
ー
全
国
大
会

応
援
バ
カ
日
記

昭
和
３７
年
卒中
鉢
　
泰
平

と
に
か
く
す
ご
い
。
昨
年
も
今
年
も

準
優
勝
に
終
わ
っ
た
け
れ
ど
も
、
一
一年

連
続
で
全
国
大
会
に
出
場
す
る
だ
け
で

も
ド
エ
ラ
イ
こ
と
だ
。

し
か
し
人
間
の
欲
は
勝
手
な
も
の

で
、
優
勝
を
し
て
欲
し
い
と
自
分
ご
と

の
様
に
思
う
も
の
で
あ
る
。

私
な
ん
ぞ
は
、
古
高
の
野
球
部
で
三

年
間
さ
ん
ざ
ん
鍛
え
ら
れ
て
、
地
方
予

選
の

一
回
戦
で
敗
退
の
苦
い
経
験
が
あ

る
も
の
で
、
他
人
事
の
様
に
思
え
な
い

こ
と
も
あ
る
。

西
田
敏
行
主
演
の
つ
リ
バ
カ
の
映
画

と
い
う
の
が
あ
る
け
れ
ど
、
さ
し
ず
め

私
何
ぞ
は
応
援
バ
カ
な
の
だ
ろ
う
。
昨

年
の
大
会
に
行
き
、
す

っ
か
り
魅
入
ら

れ
て
し
ま
い
、
本
年
も
毎
日
大
会
会
場

に
出
か
け
、
四
日
間
応
援
し
続
け
た
。

時
間
の
な
い
と
こ
ろ
を
毎
日
タ
ク
シ
ー

を
と
ば
し
、
会
場
で
あ
る
代
々
木
の
体

育
館
に
か
け
つ
け
た
の
で
あ
る
。
郷
土

の
思
い
も
あ
る
が
、
我
が
古
高
時
代
の

全
国
大
会
出
場
の
こ
と
を
思
う
と
、
い

か
に
古
商
女
子
バ
レ
ー
は
す
ご
い
か
で

あ
る
。
大
崎
平
野
か
ら
み
れ
ば
、
正
に

オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
出
た
と
言
っ
て
も
過

言
で
は
な
い
。

正
直
言
う
と
、
仕
事
の
こ
と
が
心
配

で
あ

っ
た
が
、
何
せ
バ
レ
ー
が
気
に

な
っ
て
落
ち
着
か
な
い
。
そ
ん
な
応
援

団
は
私
だ
け
で
な
く
、
古
商
先
輩
の
上

遠
野
氏
な
ん
か
は
そ
の
日
の
対
戦
相
手

も
覚
え
て
お
ら
ず
、
と
に
か
く
相
手
は

ど
こ
で
あ
ろ
う
が
、
勝

っ
て
も
ら
う
こ

と
だ
け
し
か
頭
に
な
い
程
夢
中
に
な
っ

て
い
る
姿
は
、
本
当
に
す
ご
い
と
思

っ

た
。
私
が
試
合
前
に
明
日
の
対
戦
相
手

を
た
ず
ね
た
と
こ
ろ
、
昨
日
の
終
わ

っ

た
チ
ー
ム
を
答
え
て
い
た
。
私
の
ほ
う

は
小
心
者
な
の
で
、
努
め
て
冷
静
な
ふ

り
を
し
て
い
た

つ
も
り
だ

っ
た
。
そ
れ

で
ど
う
も
不
利
に
な
る
と
、
見
て
い
ら

れ
な
く
な
る
。
ト
イ
レ
に
立

っ
て
み
た

り
、
階
下
の
売
店
で
飲
み
た
く
な
い
飲

み
物
を
買

っ
た
り
、
古
川
女
子
高
の
鈴

木
富
子
支
部
長
さ
ん
を
見
つ
け
る
と
語

り
か
け
、
「
ど
う
か
こ
の
間
形
勢
が
逆

転
し
て
お
い
て
く
れ
よ
」
と
心
で
祈
り

な
が
ら
、
応
援
席
に
一戻
っ
た
も
の
で
あ
る
。

何
せ
四
日
間
の
試
合
が
終
わ
ら
な
い

と
仕
事
も
手
に
つ
か
ず
、
こ
ん
な
ふ
う

に
応
援
バ
カ
の
日
々
が
続
い
た
の
で
あ

る
。
残
念
な
が
ら
準
優
勝
で
、
（
い
や
、

実
は
こ
れ
だ
け
で
も
も
の
す
ご
い
こ
と

な
の
で
あ
る
が
、
）
本
年
も

ニ
ッ
ク
キ

宿
敵
、
四
天
王
寺
高
校
に
決
勝
戦
で
負

け
て
し
ま

っ
た
が
、
こ
れ
で
来
年
も
応

援
バ
カ
に
し
て
も
ら
う
の
を
大
変
楽
し

み
に
し
て
い
る
。

祝
勝
会
は
、
同
級
生
、
千
坂
孝
夫
君

の
勤
務
す
る
岸
記
念
体
育
館
で
、
彼
の

配
慮
に
よ
り
毎
年
催
さ
れ
て
い
る
。
本

年
は
、
我
等
在
京
古
高
の
同
窓
会
長
、

衆
議
院
議
長
の
伊
藤
宗

一
郎
先
生
も
観

戦
に
来
ら
れ
て
い
て
感
激
だ

っ
た
。

「
ド
エ
ラ
イ
」
こ
と
を
二
年
や
っ
て

の
け
た
古
商
女
子
バ
レ
ー
の
皆
さ
ん
だ

か
ら
、
来
年
も
き

っ
と
「
ド
エ
ラ
イ
号
」

と
を
や
っ
て
く
れ
る
こ
と
だ
ろ
う
。

佐
藤
廣
事
務
局
長
殿
、
来
年
こ
そ
必

ず
優
勝
す
る
で
し
ょ
う
か
ら
、
「
ヤ

ッ

タ
ー
ー
ー
！
」
と
い
う
気
分
で
、
ル
ン

ル
ン
の
祝
勝
文
を
書
か
せ
て
も
ら
う
こ

と
に
な
る
で
し
ょ
う
。

来
年
も
麻
霧
バ
カ
は
正
Ｔ
百
′
ら
ム
が
一い
。

（イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ヒ
ュ
ー
マ
ン

ト
ラ
ベ
ル
社
長
）

数
年
前
の
七

月
、
ニ
ュ
ー
デ

リ

ー
を

訪

れ

た
。
出
発
に
先

立

っ
て
耳
が
痛

く

ヽ
メ
璃
ほ
ど
受
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「赤
十
字
っ
て
何
？
」

昭
和
４‐
年
卒
小
杉
　
誠
輝

私
は
、
薬
の
売
り
込
み
の

た
め
に
、
毎
日
毎
日
０
赤
十

字
病
院

の
う
す
汚

い
地
下

に
あ
る
用
度
課
に
顔
を
だ

し
、
同
県
人
の
購
入
担
当
者

と
く
だ
ら
な

い
世
間
話
を

し
て
い
た
。

あ
る
日
、
「知
人
が
輸
血

を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い

の
で
、
献
血
を
し
て
く
れ
な

い
か
」
と
言
わ
れ
た
。
当
時

は
若
か

っ
た
し
、
血
を
取
る

ぐ
ら

い
な
ん
と
も
考
え
な

か

っ
た
の
で
、
「あ
あ
、
い
い

よ
」
と
返
事
し
た
。
そ
し
て
、

そ
こ
の
病
院

に
隣
接
し
て

あ
る
採
血
室

に
連
れ
て
い

か
れ
た
。
簡
単
な
血
液
の
検

査

の
後

ベ

ッ
ド
に
横
た
わ

り
、
ガ
ラ
ス
越
し
に
現
れ
た

看
護
婦
に
注
射
を
ブ

ス
リ

と
刺
さ
れ
、
い
っ
ぱ

い
血
を

取
ら
れ
た
。
私
は
そ
の
時
初

め
て
、
自
分
が
０
型
の
血
液

型
と
知

っ
た
。

車
を
運
転
し
な
が
ら
会

社
に
戻
る
途
中
、
献
血
後
に

も
ら

っ
た
パ
ン
フ
レ

ツ
ト

を
ち
ら

っ
と
見
た
。
そ
れ
に

は
、
「赤
十
字

っ
て
何
？
」
と

い
う

タ
イ
ト
ル
で
い
ろ
い

ろ
と
赤
十
字

の
こ
と
が
書

い
て
あ

っ
た
。
私
は
、
そ
れ

ら
の
記
事

の
中
で
特

に
驚

い
た
の
は
、
名
誉
総
裁

「皇

后
陛
下
」
名
誉
副
総
裁

「皇

太
子
殿
下
、
同
妃
殿
下
‥
こ

と
皇
室

の
名
前
が
書

い
て

あ

っ
た
。
あ
を

」
２

一
井

ゴ

室
の
会

社
か
と
思

っ
た
。
そ
れ
と
も
う

一
つ
目

に
つ
い
た
の
は
、
赤
十
字
の
基
本
原

則
、
「
人
道
」
「公
平
」
「
中
立
」
「独
立
」

「奉
仕
」
「単

一
」
「世
界
性
」
と

い
う
文

字
だ

っ
た
。

私
は
、
そ
の
時

「
赤
十
字
で
仕
事
を

や
り
た
い
」
と
思
い
、
十
三
年
勤
め
た

薬
会
社
を
や
め
て
血
液
セ
ン
タ
ー
に
勤

務
替
え
し
た
。
そ
し
て
今
年
で
十
七
年

目
に
な

っ
て
し
ま

っ
た
。
日
本
赤
十
字

社
は

一
九
五
二
年
に
制
定
さ
れ
た
日
本

赤
十
字
社
法

に
よ
る
特
殊
法
人
と
し

て
、
世
界
の
平
和
と
福
祉
増
進
の
た
め

「災
害
救
護
「
医
療
「
国
際
援
助
Ｌ
献

血
「
看
護
婦
養
成
」
の
活
動
を
し
て
い

ま
す
。

肝

臓

先

生
昭
和
２３
年
卒佐
藤
　
浩
朗

映
画

で
つ
な
ぎ
」
で
カ
ン
ヌ
国
際
映

画
祭
で
最
高
賞
パ
ル
ム
ド
ー
ル
を
受
賞

し
た
今
村
昌
平
監
督
が
、
新
作
カ
ン

ゾ
ー
先
生
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
（原

作
は
坂
口
安
吾
の
短
編
小
説
カ
ン
ゾ
ー

先
生
）
こ
の
モ
デ
ル
こ
そ
、
な
ん
と
我
が
校

先
輩
、
色
麻
町
出
身
で

（色
麻
町
の
名

誉
町
民
と
も
聞
い
て
い
ま
す
）
十
四
回

生

（大
正
四
年
卒
業
）
佐
藤
清

一
先
輩

で
す
。
私
の
住
ん
で
い
る
静
岡
東
部
、
殊
に

伊
豆
半
島
は
豊
か
な
自
然
に
魅
せ
ら

れ
、
明
治
か
ら
現
代
ま
で
多
数
の
文
化

人
が
住
み
、
古
く
は
作
家
の
木
下
杢
太

郎

・
・
・
。

先
生
は
特
に
尾
崎
士
郎
、
坂
口
安
吾

と
親
交
が
あ
り
ま
し
た
。
坂
口
安
吾
は

付
け
ら
れ
た
そ
う
で
す
。

ど
う
も
支
那
事
変
か
ら
多
く

な

っ
た
の
は
、
大
陸
と
の
交
流

が
激
し
く
な
り
、
大
陸
の
病
原

菌
に
感
染
し
た
軍
関
係
者
の
帰

国
で
、
ア
ッ
と
い
う
間
に
日
本

国
中
に
広
ま

っ
た
と
の
仮
説
を

立
て
、
流
行
性
肝
臓
炎
と
名
付

け
た
そ
う
で
す
。

映
画
は
今
村
監
督
四
十
年
の

念
願
で
、
佐
藤
先
生
役
に
柄
本

明
、
助
演
陣
に
唐
十
郎
、
世
良

公
則

・
・
ち

同
じ
学
舎
の
後
輩
と
し
て
、
来
春
の

公
開
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。

第

５
回

古

川
市

内

高

校

関

東

同

窓

会

新

年

の
集

い
報

告

去
る

一
月
二
十
五
日
、
上
野
精
養
軒

に
て
三
百
数
十
名
の
参
加

（本
会
百
余

名
、
古
女
約
同
数
、
古
工
七
〇
、
古
商

四
〇
）
を
得
て
、
和
気
藷
々
と
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

中
川
市
長
の
講
演
、
ア
ト
ラ
ク
シ
∃

ン
の
獅
子
舞

・
民
謡
、
物
産
即
売
は
老

舗
の
美
味
し
い
料
理
と
共
に
好
評
を
博

し
た
。

肝
臓
先
生
佐
藤
さ
ん
　
昭
４９

７

２６
付
新
聞
よ
り

昭
和
二
十
四
年
か
ら
二
十
七
年
ま
で
伊

東
の
松
川
湖
畔
に
住
み
、
様
々
な
病
状

を
肝
臓
と
の
関
連
で
研
究
す
る
佐
藤
先

生
を
モ
デ
ル
に

「
肝
臓
先
生
」
を
仕
上

げ
、
戦
時
中
の
伊
東
を
舞
台
に
町
医
者

と
し
て
の
活
躍
を
描
い
て
い
ま
す
。

数
年
前
に
九
十
歳
を
越
え
る
天
寿
を

全
う
さ
れ
ま
し
た
が
、
伊
東
で
開
業
さ

れ
ま
し
た
の
は
、
親
し
い
作
家
尾
崎
士

郎

が
昭
和

二
十

四
年

小
説
新
潮

に

「
ホ
ー
デ
ン
侍
従
」
の
文
中
に
次
の
様

に
書

い
て
い
ま
す
。

「
医
学
部
を
卒
業
す
る
間
も
な
く
、

丹
那
ト
ン
ネ
ル
に
働
く
労
働
者
の
健
康

医
と
し
て
こ
の
時
に
伊
東
に
派
遣
さ
れ

先
生
は
、
こ
こ
で
煙
草
屋
の
娘
に
惚

れ
、
娘
は
家
付
の
長
女
な
の
で
土
地
を

離
れ
る
こ
と
が
出
来
な
か

っ
た
。
」

か
つ
て
は
日
本
唯

一
の
肝
疾
患
民
間

診
療
所
と
し
て
活
躍
さ
れ
ま
し
た
。
町

の
人
に
顔
色
が
悪
い
と
か
、
ど
ん
な
病

気
で
も
肝
臓
が
悪
い
と
診
断
、
あ
の
医

者
は
な
ん
で
も
肝
臓
だ
か
ら
肝
臓
先
生

だ
と
呼
ば
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
の
で

す
。生
前
話
を
し
て
ま
し
た
の
は
、
当
時

血
清
肝
炎
と
か
慢
性
肝
炎
と
い
う
病
名

は
な
く
、
カ
タ
ル
性
黄
だ
ん
診
断
で
片

一 一 ― ― ― ― 一 一 一 ― ― 一 ― ― 一 一 一 ― ― ― 一 一 ― 一 -0

伊藤会長を囲んで

古女の皆さん

アトラクション、「獅子舞」

鰺懸爾機∫|1灘鶴轟綾餘菫鸞麟翁「新年の鍵ιヽ』

第5圃壼||1市内高校関東同窓会
「新奪鍛嬢もiJ



(8)在京古高同窓会会報 第21号  1998.7.1

暑

中

お

見

舞

申

し

上

げ

ま

す

私
に
と
っ
て
最
後
の

（？
）
寅
年
を

迎
え
、
無
理
が
き
か
な
く
な
っ
た
。
出

来
る
と
こ
ろ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

続
け
た
い
。

昭
１８
卒
　
渡
辺
　
一二
男

冷
房
機
な
し
、
ス
テ
テ
コ
と
団
一扇
だ

け
の
暑
い
夏
が
大
好
き
で
す
。

冷
え
た
井
戸
水
が
あ
れ
ば
最
高
な
の

で
す
が
。

昭
２７
卒
　
佐
藤
　
清
勝

世
の
中
も
暑
さ
も
厳
し
い
此
の
頃
で

す
が
、
同
窓
生
の
皆
さ
ん
も
頑
張

っ
て

い
る
と
存
じ
ま
す
。
た
ま
に
は
息
抜
き

に
事
務
局
へ
立
ち
寄
っ
て
下
さ
い
。

昭
２９
卒
　
佐
藤
　
廣

昨
年
は
八
王
子
Ｓ
Ｏ
Ｓ
村

（佐
々
木

武
麿
氏
経
営
、
３５
年
卒
）
を
視
察
、
好

評
を
博
し
た
。
今
年
も
ま
た
役
員
の
み

な
ら
ず
会
員
の
多
く
が
参
加
で
き
る
事

業
を
計
画
。

仙
台
濠
に
沿

っ
て
「江
戸
東
京
を
見

て
歩
こ
う
」
会
を
九
月
二
十
七
日
に
実

施
す
る
こ
と
に
、
五
月
二
十

一
日
の
役

員
会
に
て
決
定
。
多
く
の
参
加
者
の
あ

る
こ
と
を
熱
望
。
立
案
に
努
力
し
て
く

れ
た
門
脇
氏
に
感
謝
。

（事
業
委
員
長
）

昭
３２
卒
　
佐
藤
　
公
哉

銀
行
等
の
Ｐ
Ｒ
頒
布
品
、
一
般
会
社

の
販
促
品
販
売
の
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
不
景
気
の
厳
し
い
現
実
を
つ
く
づ

く
感
じ
る
こ
の
頃
で
す
。

昭
３４
卒
　
宍
戸
　
志
智

還
暦
を
祝

う
会

３
こ案
●

日
時
　
一
〇
月
二
十
五
日
（日
）
十
二
時
～

場
所
　
上
野
精
養
軒

会
費
　
一
二
、
０
０
０
円

返
信
　
同
封
の
は
が
き
に
て
お
願
い
し
ま
す

純
難
轟
湘轟
い一一一̈離
藝

織
奔
難
華
場
一膨
囃
蝶
継
癬
■
響
髪

裂
饉
一̈一一一灘撚̈
職
癬
饗
覇
一

人
生
は
五
十
を
過
ぎ
る
と

・
…
。
世

の
中
も
古
川
も
ふ
る
さ
と
も
変
わ

っ

た
。
変
わ
ら
な
い
の
は
望
郷
の
思
い
の

み
。暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。

昭
３７
卒
　
中
鉢
　
泰
平

退
く
に
退
け
な
い
百
名
山
。
今
年
は

６５
～
７０
座
。
巻
機
、
雨
飾
、
鳥
海
、
・
・
Ъ

健
脚
の
み
が
と
り
え
。
頭
の
方
も
健
○

で
あ

っ
て
欲
し
い
。
昭
３７
卒
　
千
坂
　
孝
夫

古

川

に
お
安
ぐ
帰

れ
ま
す

東
京
駅
発
六
時
〇
三
分
と

一
五
分
の

や
ま
び
こ
指
定
席
を
利
用
し
、
郡
山
―

盛
岡
間
の
駅
を
往
復
す
る
場
合
。

有
効
期
間

¨
四
日
間

帰
り
の
上
り
は
好
き
な
列
車
を
利
用

運
賃

¨
　

　

一
万
四
千
三
百
円

（往
復
指
定
）

期
間

¨
七
月
二
十

一
日
～
九
月
二
十
日

（除

一
八
月
十

一
日
　
´
一十
日
）

次
回
会
報
第
２２
号
は

１
月
１
日
発
行
′

思
い
出
、
人
生
、
想
う
こ
と
、
知

っ
て
も
ら

い
た
い
こ
と
、
同
窓
会

へ
の
提
言
等
自
由
な

内
容
で
の
寄
稿
を
お
願
い
し
ま
す
。

送
付
先
は
、
事
務
局
長
常
駐
の
同
窓
会
事

務
局
で
す
。

又
、
企
業
広
告

（大
三
万
、
小

一
万
円
）
、
個

人
広
告

（二
千
円
）
も
受
付
け
て
お
り
ま
す
。

作
成
費
＝
広
告
料
収
入
は
広
報
委
員
会
の
理

想
。
次
回
発
行
日
の
お
知
ら
せ
で
、
誌
面
の
充

実
を
め
ざ
し
て
お
り
ま
す
。

会
員
の
皆
様
の
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

（広
報
委
員
会
）

三

組

在京「 三十二年会」有志

沼高鈴下佐佐後小青大遠

倉橋本屋藤 々藤峰羽泉藤

和七功勝満道健勝勝康康

雄郎悦  行夫児見利  光

暑
中

お
見
舞

い
申

し
上
げ

ま
す

昭
和
３２
年
卒
業
生
有
志

還
暦
を
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は
幸
せ
な
こ
と
で
す

ま
す
ま
す
元
気
で
第
二
の
人
生
を
謳
歌
し
ま
す

一
組

草

刈
　

次

美

　

　

四

組

千
葉

　
勝

男

三
神

　

良

雄

二

組

石

川
　

繁

加
藤

　

昭

七

今

野
　

順

隆

竹

谷

　

靖

夫

野

田
　

利

美

門

間

　

俊

二

五

組

阿
部

　

功

二

小

野

寺

行

一

佐

々
木

吉
弥

佐

藤

　

侃

高

橋

　

武

彦

松

田
　

隆

輝

渡

辺
　

光

夫

六

組

相

沢
　

賢

郎

芦

立
　

時

芳

木

戸
　

秀

彦

佐

々
木

悟

郎

長

沼

　

一二
郎

檜

野
　

健

中

垣
　

洋

一

水

上
　

忠
彦

若福高佐佐川近大大犬相

井田梨藤 々口江坂内飼沢

木

徹強利公勝勝健靖邦靖菊

夫 通哉也  次  夫光男

０

！
―
―

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一̈一一一一一一一一一一一一

”稚
用
＝
＝
＝
響
影
機
職
報
職
華
諄
一



美しい時代ヘーー東急グルーブ

み襲東急レクlJI―ション
取締役社長 佐 藤   進

(昭和26年卒業 )

東京都渋谷区桜丘町2番9号
な 03(3462)8855

(9) 在京古高同窓会会報 第21号 1998.7.1

‰晶定菫青沼 康男
(昭和19年卒 )

〒108東京都港区芝4-6-16ラ イオンズ三田805
0̈014   TEL 03-3452-2004

FAX 03-5476-8006

“人を生かし企業を活かす H"

パルスタッフ株式会社

鯖
取締
箕渡 邊 道

S28年 卒 (

本社 東京都杉並区高円寺北1-4-10
TEL 03-5343-5821

立りll営業所 (042,288585)神奈川営業所 (lX62-7● 0791)郡山営業所 (0249‐ 21-∞∞ )

雄
』
町 )

情報技術で世界を結ぶ

Лn『:Lsu
アンリツ株式会社

取締役社長 中 J‖ 裕 雄
(昭和28年卒 )

本  社 :東京都港区南麻布5… 10-27〒 106-8570
厚木事務所:神奈川県厚木市恩名1800〒 243-0032

躊 ―タベースの入出力・活用 秦 ジタル変換

朦 ピーサービス 機 合 印刷 槽い D入 出力
醸 字情報入 出力  檬ξリベイドカード

データベース作成立凛  発咸日書・ 縮合複写′印覇

雲嚢ケーヨー
代 表 取 ● 役 社 長  早  坂  清  古 (昭・ 29年 卒 )
社 〒103‐ 0023棘

…

日
-41`TEL03 324201釧横 浜 支 店 ・ 千 葉 支 店  八 菫 淵 営 業 所

不景気もしばらく経てば普景気となる

積 水 工 業株 式 会 社
空調。衛生・電気工事

S28卒 珂齋:役会長  金 子  康
本社目黒 (03)3793‐ 5711 仙台支店 (022)235‐ 7009

当社施工区間付近

技術と品質で21世紀に飛翔する

③ 献鈍 富地鐵工所
代表取締役会長 遠 山 仁 ―― (S

東京都中央区 日本橋小伝馬町15番 18号
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皆存のお力 をお貸 ι(だ さい ノ
●企業誘致 ●地場産品販路拡大 ●ネットワーク強化 ●情報受発信

古川市東京事務所
所 長 佐 藤 吉 昭 (S40卒 )
副所長 佐々木 強 悦 (S51卒 )
主 事 熊 谷 賢 一

台東区上野 1‐ 18-11 西楽堂ビル4F(上野松坂屋南館向き)

30年 のキャリアと世界のネットワーク
を駆使 し、個人の旅行、グループ研修、

修学流行のお手伝いをさせていただきます。
～同郷の皆様、ぜひお気軽にご相談 ください～

(株)イ ンターナショナル ヒューマン トラベル

代表取締役社長 中鉢 泰平/鳴子出身 。S37卒
〒160‐0023 東京都新宿区西新宿3-5‐ 12‐ 115
TEL &FAX 03(3345)6035

くすり、健康食品のご相談は

ぜひ当店へ !

有除 社 筑 波 薬 品
代表取締役社長 蒲爽 ツミ お去 次腱 (昭和31年卒)

〒202-0022東 京都保谷市柳 沢 3-2-45
TEL&FAX 0424-61-9334

子供は未来の宝、大きく育てよう

福祉。子育て相談 (秘密厳守)
いつでもどうぞ!|

社会福祉法人 エスオーエスこどもの村
理 事 長 佐 々 木 武 麿 (昭和35年村

〒193‐0841東京都八王子市裏高尾町991
TEL 0426-61-8733 FAX 0426-69-5032

佐 藤  啓 三
(S40年卒 中新田)

中小企業診断士・ISO審査員・エネルギー管理士

KGK聰聾滋轟ポ
〒221 横浜市神奈川区新浦島町1-1-25テクノウェイプ1∞_11階
-0031     TEL 045451‐

2561     FAX 045451‐2490

自宅 〒221‐∞

“

横浜市旭区中白根2‐22-19

TEL′ FAX 045-953-3894

I」晩■2マンションリカ“ノゲヽ 7) ユ`
‐

HOuSiNG CENTER
11995年 度】●■ 世界総合第イ■日本

“

合

“

1●

【1997年 度〕個人,■毬合第メ■日本毬合第1位
置IT/―■逮織士事倍所東京●知事■■842'34■
建故■/東京●知事薔可 (特‐9)第 107899'
宅■■/東 京3知事免

"(6)窮
41620■

社団法人住宅産彙魔発彗会会員

古高47年卒代表取締役 /」 山`島 )色

日M目 100ぽマンシ蒻塗黒
ハウジングセンター
■株主/安田信託銀行株式会社 三和銀行株式会社
オ|ルクスキヤビタ′麻 式会社 新日本証券株式会社 他

株式会社ハウジングセンター
〒154∞ 05 東京都世田谷区二宿1‐ 13●

奮 03(5430)0021

日曜大工園芸用品卸 貸ビル、貸マンション業

株 式 会 社  佐 々木 商 事
代 表 取 締 役  佐 々 木  光 一 路

〒144東 京都大田区南蒲田1-1-21 佐々木ビル
ー0035    第一京浜国道沿い京急蒲田駅前
卸 売 部  電   話 (3739)2468
F A X(3739)7234

不動産部 貸 ビ ル ・ 貸 マ ン シ ョ ン
HOT Line      0 3 0   2 0 2 6 3 9 3

株式会社三ニ コ ー

東京都大田区上池台3‐ 5‐ 7
TEL03‐3720‐ 0313
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戸・東京を見て歩こう
9月 27日 (日 )9時30分集合
集合場所 :JRお茶の水駅

(聖橋側住友銀行前)
所要時間 :約 3時間30分
会  費 :2000円
◎コース

JR「お茶の水駅」

三コライ堂

↓

季摯響貪水道橋)ノ/

役員会において決定 !

出欠は、はがきにてお返事下さい

主
企
立

○
○
○

催 :在京古高同窓会
画 :事 業 委 員会 佐藤 公哉 (32年卒)
案 :日本水道新聞社会長 Fヨ脇 健  (24年卒)

至隅田川

聖橋側 )

マБ蒻母飩諄耐/聖堂

また逢う日まで

◎仙台濠物語
Ｆ
Ⅷ
台
濠

翁

神ヽ
田
Ｕ

昭和30～ 404代、
メタンガスの噴出

する神田川が、今
では鯉が群をなし

て泳 ぐ清流と化 し

た。これもひとえ

に下水道完備によ

る効果である。

ニコライ堂

東京水道歴史館

東京都水道局の

水運用センター
江戸の初期、江戸城防備と舟運
などのため、伊達政宗の献策によ
って、三代将軍の家光の時代。万
治三年 (166o年)、 幕命によって
仙台藩が普請に当たる。駿河台 (神
田山)を掘削して完成させた大土
木工事であった。人称して「仙台
濠」なり。
神田上水を神田山を掘削して隅
田川に合流させたもので、難工事
であったと記録されている。記録
では二年で完成したことになって
いるが、仙台藩の先人の労が偲ば
れる。
その仙台濠に沿って、江戸 。東
京の史跡や現状を見て歩こうとい

う趣旨 !!

イ嘔りII後楽園

(か つ吉 )

神田川
至日本橋
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組
織
委
員
会
か
ら
の
お
願
い

会
員
の
み
な
さ
ん
、
暑
中
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
昨
年
母
校
で
百
周
年

の
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
こ

の
百
年
の
歴
史
は
同
窓
会
と
い
う
同
じ

釜
の
飯
を
食
べ
た
学
舎
の
仲
間
の
集
ま

り
の
活
動
で
あ
る
事
を
忘
れ
て
な
り
ま

せ
ん
。
今
こ
の
同
窓
会
活
動
に
黄
信
号
が
点

滅
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
若
い
人
の
参

加
が
少
な
い
か
ら
で
す
。
そ
れ
に
加

え
、
若
い
方
の
住
所
不
明
が
あ
ま
り
に

も
多
い
事
で
す
。
事
務
局
で
は
追
跡
に

四
苦
八
苦
し
て
お
り
ま
す
。
更
に
年
に

二
回
行
事
の
案
内
を
差
し
上
げ
て
お
り

ま
す
が
、
お
返
事
を
頂
い
て
い
る
会
員

数
は
全
会
員
数
の
三
分
の

一
で
す
。
そ

の
他
の
方
は
そ
の
ま
ま
で
す
。
会
費
納

入
の
回
数
も
同
じ
比
率
で
す
。

年
二
回
の
会
報
を
楽
し
み
に
し
て
お

ら
れ
る
会
員
の
暖
か
い
ご
支
援
に
支
え

ら
れ
、
そ
れ
に
答
え
る
べ
く
作
業
を
進

め
て
お
り
ま
す
。
ど
う
か
今
回
か
ら
、

返
信
用
の
ハ
ガ
キ
が
同
封
さ
れ
て
お
り

ま
し
た
な
ら
速
や
か
に
出
欠
に
か
か
わ

ら
ず
、
住
所
氏
名
、
電
話
を
記
入
の
上

投
函
し
て
下
さ
い
。
会
員
名
簿
整
備
の

第

一
歩
で
す
。
ま
た
連
絡
も
れ
の
方
が

お
り
ま
し
た
な
ら
事
務
局
へ
ご

一
報
く

だ
さ
い
。

事
務
局
で
は
会
報
を
在
京
の
全
会
員

に
送
付
し
て
お
り
ま
す
。
役
員
会
の
席

上
で
会
員
の
振
込
の
お
願
い
が
議
題
に

な
り
ま
す
。
ど
う
か
同
窓
会
活
動
に
ご

協
力
下
さ
る
よ
う
重
ね
て
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

終
わ
り
に
、
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た

ら
事
務
局
迄
ご
一
報
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

く
さ
び
だ
か
ら

一
番
大
事
な
と

こ
ろ

へ
う

つ
、

く
さ
び
だ
か
ら

見
え
な

い
よ

つゝ
に

つヽ
つ

『
相
田
み
つ
を
作
品
集
』
よ
り

（渡
辺
　
吉
郎
）

欲
迎

′
自
由
投
稿
・広
告

前
号

”
悩
め
る
○
○
委
員
会
“
は
、

イ
ン
パ
ク
ト
の
大
き

い
フ
レ
ー
ズ

で

あ

っ
た
が
、
幸

い
に
し
て
広
報
委
員
会

は
悩
む
手
前
で
解
決
し
て
い
る
。

今
号
も
多
く
の
広
告
を

い
た
だ
き
、

十
二
頁
で
の
編
集
が
決
ま

っ
た
も

の

の
読
ま
せ
る
部
分
で
の
原
稿
が
多
少

少
な
く
、
少
々
の
苦
労
は
し
た
。
（お

願

い
と
し
て
は
広
告
も
じ

っ
く
り
読

ん
で
い
た
だ
き
た
い
。
反
応
ま
で
い
た

だ
け
れ
ば
更
に
う
れ
し
い
）

佐
藤
事
務
局
長
に
は
六
月
か
ら
信

陵
会
館

に
常
駐

い
た
だ

い
て
い
る
。

（ボ
ラ
ン
テ
イ
ア
で
あ
る
こ
と
、
念
の

た
め
）
血
の
通

っ
た
応
対
も
で
き
ま
す
。
△
バ

員

の
皆
様
か
ら
の
会
報
に
対
す
る
ご

意
見
、
投
稿

・
広
告
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
次
回
は

一
月

一
日
付
発
行
′
で
す
。

追

・
・
・
幹
事
会
の
席
上
、
あ
る

幹
事
か
ら

”
会
費
は
納
め
て
い
な

い

が
、
人
バ
報
は
楽
し
み
に
し
て
い
る
“
と

い
う
あ
る
会
員

の
声
を
耳
に
し
ま
し

た
。
広
報
委
員
会
と
し
て
は

ニ
ン
マ
リ

で
す
が
、
人
生
は
フ
ェ
ア
に

・
・
・
。

（燕
　
）法
雄
）

（
一
）

二
月
六
日
、新
年
の
集
い
の
合

同
幹
事
会

・
反
省
会
の
席
上
、
来
年

の
新
年
会
の
当
番
幹
事
校
が
商
業

高

（正
）
と
古
高

（副
）
の
二
校
に
、

開
催
は
上
野
精
養
軒
で

一
月
三
十

一
日

（日
）
と
決
ま

っ
た
。

（二
）

二
月
十
六
日
、
古
川
商
工
会
議

所
主
催
の
”
大
崎
地
方
出
身
在
京

者
経
済
懇
談
会
“
が
丸
の
内
精
養

軒
で
行
わ
れ
、
同
窓
生
が
多
数
出
席

し
ま
し
た
。
鈴
木
大
吉
氏
の
情
報
化

時
代
の
生
き
方
や
小
嶋
進
氏
の
建

築
型
枠
の
話
な
ど
興
味
深
く
拝
聴
。

（三
）

三
月
二
日
、
一
級
建
築
士
の
門

脇
直
人
氏

（
４７
年
卒
）
が
事
務
局
ヘ

来
訪
、独
立
し
建
築
事
務
所
を
開
設
、

種
々
の
デ
ザ
イ
ン
賞
を
受
賞
す
る

な
ど
同
窓
の
若

い
優
秀
な
人
材
の

活
躍
に
期
待
し
た
い
。
同
窓
の
皆
さ

ん
の
お
力
添
え
を
願
い
ま
す
。

（四
）

〓
一月
二
十
七
日
、
母
校
に
て
東

京
蛍
雪
賞
の
授
与
式
が
行
わ
れ
、高

橋
副
会
長
と
共
に
出
席
、
授
賞
者
の

在
校
三
年
間
の
功
績
を
讃
え
た
。

（五
）

四
月

一
日
、
本
部
同
窓
会
の
事

務
局
長
の
交
替
が
あ
り
、鹿
野
次
夫

氏
か
ら
佐
藤
彰
氏

ヘ
バ
ト
ン
タ
ツ

チ
さ
れ
た
。
（四
頁
参
照
）

（六
）

五
月
二
十
九
日
、来
る
九
月
二

十
七
日

（日
）
に
開
催
を
予
定
し
て

い
る

”
水
道
歴
史
館
“
の
見
学
と

ハ
イ
キ
ン
グ

（江
戸

・
東
京
を
見
て

歩
こ
う
会
）
の
下
見
を
し
た
。
当
日

は
雨
の
中
だ

っ
た
が
、
門
脇
氏

（
解

年
卒
）
を
案
内
役
に
横
山
氏

（
２０
年

卒
）
、
佐
藤
委
員
長
と
佐
藤
の
四
人

で
歩
き
、
雨
に
濡
れ
た
木
々
の
緑
も

乙
な
も
の
な
ど
と
言
い
、
江
戸
幕
府

よ
り
要
請
を
受
け
て
、
わ
が
仙
台
藩

が
構
築
し
た

「仙
台
濠
」
（飯
田
橋

～
隅
田
川
）
を
感
慨
深
く
見
る
な
ど
、

段
取
り
交
渉
を
し
な
が
ら
来
い
た
。

（七
）

エハ
月

一
日
、
関
西
支
部
長
の
中

鉢
清
氏
が
勤
務
先
を
異
動
さ
れ
た

の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

（新
し
い
勤
務
先
）

「耀動岬高轟耐鱗』『嫡耐「ンター

久
太
郎
町
２
‥
４
１
Ｈ

Ｔ

Ｅ

Ｌ

　

０

６

１
２

６

３

１
６

５

０

０

（八
）

エハ
月
五
日
、
四
校
合
同
新
年
会

の
幹
事
会
開
催
時
に
商
業
高
校
よ

り
申
し
出
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
秋
に
、
栃
木
県
の
喜
連
川
ＣＣ
で

ゴ
ル
フ
大
会
の
予
定
が
あ
り
、
対
抗

試
合
を
や
り
ま
せ
ん
か
と
の
こ
と

こ
れ
を
契
機
に
、
「ゴ
ル
フ
同
好
会
」

を
つ
く
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
同
好

会
設
立
に
ご
賛
同
と
ご
参
加
を
お

願
い
致
し
ま
す
。
八
頁
参
照
。
（返

信
ハ
ガ
キ
に
ご
記
入
下
さ
い
）

（九
）

今
迄
事
務
局
に
常
時
出
て
お
ら

ず
、
大
変
不
便
を
お
掛
け
し
ま
し

た
。
エハ
月
か
ら
は
常
時
事
務
局
に
居
り

ま
す
。
ご
意
見
そ
の
他
な
ん
で
も
結
構

で
す
。ご
連
絡
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

（佐
藤
　
廣
）

ど
う
も
ぎ
り
ぎ
り
に
な
ら

な
い
と
、
気
分
が
乗
ら
な
い
。

ア
ウ
ト
ド
ア
派
と
し
て
は
天

気
の
す
ぐ
れ
な
い
こ
の
週
末

は
会
報
作
業
に
打
ち
込
め
て

良

い
。

学
校
だ
よ
リ
ー
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
、

あ
れ
つ
、
男
女
共
学
と
ジ
ョ
ー
ク
め
く

が
県
体
で
の
優
勝
を
祈
り
た
い
。

東
京
蛍
雪
賞
、
母
校
に
貢
献
す
る
在

京
同
窓
会
の

一
端
。
同
窓
会
の
あ
る
べ

き

一
つ
の
姿
。　
　
．

．滅

同
窓
会
前
事
務
局
長
、
鹿
野

様
。
長
い
間
ご
苦
労
さ
ま
で
し
た
。
卒

業
生

一
人

一
人
に
と

っ
て
心
に
残
る

先
生
は

・
・
・
。

金
子
康
先
輩
、
日
も
実
も
あ
る
大
先

輩
。
”
宮
城
県
人
は
回
は
悪
い
が
人
は

良

い
“
と
小
生
は
常

々
思

っ
て
お
り

ま
す
。
イ
ン
ド
の
話
に
似
た
話
。
バ
ン
コ
ク

の
ビ
ー
ル
は
う
ま

い
が
氷
に
気
を

つ

け
ろ
、
ン゙
ョ
ッ
キ
ビ
ー
ル
に
氷
片
を
入

れ
て
飲
む
わ
け
で
す
。
マ
〓
フ
で
の
マ

ン
ゴ
ー

（
で
す
）
に
か
ぶ
れ
た
と
は
。

答
え
は
ウ
ル
シ
科
。

古
商
女
子
バ
レ
ー
の
活
躍
。
毎
年
三

月
の
大
会
は
ウ
チ
の
お
隣
り
、
国
立

代
々
木
競
技
場
。
古
商
さ
ん
と
親
し
く

な
れ
た
の
も
合
同
新
年
会
の
お
か
げ
。

赤
十
字
、
人
生
の
転
機
、
出
会

い
の

お
も
し
ろ
さ
。
Ｋ
さ
ん
に
は
も

っ
と
ド

ラ
マ
チ
ッ
ク
な
人
生
が
？

新
聞
部

の
Ｏ

Ｂ
会

は
な

い
の
で

し
ょ
う
か
。
メ
ダ
タ
ズ
部
員
と
し
て
、

特
に
愛
着
は
な
い
の
で
す
が
？

”
広
告
が

あ

っ
て
成
り
立

つ

に
じ
ゆ
う
い
ち
，
）
′
　
（字
余
り
）。

多
謝
。

九
月
二
十
七
日
、
”
仙
台
濠
に
沿

っ

て
江
戸
、
東
京
を
見
て
歩

」ゝ
う
会
“
み

な
さ
ん
の
参
加
を
。

組
織
委
員
会
か
ら
の
お
願
い
。
〈
バ
員

の
皆
さ
ん
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。
事
務
局
長

の
信
陵
会
館
常
駐
は
同

窓
会
に
と

っ
て
大
朗
報
。
よ
り
活
発
な

同
窓
会
活
動
の
起
爆
剤
に
。

七
月
二
十
六
日
、
エ
ミ
ー
ル
で
お
会

い
し
ま
し
ょ
う
。

追

¨編
集
後
記
を
書
き
終
え
た
後
で

い
た
だ

い
た
原
稿

に
は
触
れ
ら
れ

な
か

っ
た
が
、
カ
ン
ゾ
ー
先
生
が
わ

が
先
輩
と
は
―
　
　
（千
坂
　
孝
夫
）


